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おはなし会 ※9日のおはなし会は16日に変更します

5日(火) 11：00～
16日(土) 14：00～
19日(火) 11：00～
23日(土) 14：00～

大人のための絵本の時間
12日(火) 10：00～

紙芝居ピッポの会ミニ講座
4日(月) 14：00～

定休日
紙芝居
ピッポの会
ミニ講座

大人の
ための
絵本の時間定休日

おはなし会

定休日

12月10日(日)、「児童文学作家くすのきしげのりさん講演会」
を ハートプラザみその にて開催いたします

＜お申込は当店へ＞
くすのきさんと言えば、たくさんの親御さんや先生方がご存

じの作家さんだと思いますが、私も初めて作品を店頭に並べる
とき、読んで“ドキっ”としたのです。“我が子に同じような言動
をしていた ！ ”と。その絵本は、『おこだでませんように』（石井
聖岳 絵、小学館）。親にも先生にも怒られてばかりの主人公は
私の心に深く入り、涙なしには完読できませんでした。自らの子
育てを反省したものです。現在は当店の「みやがわブッククラ
ブ」1年生にも選書している作品です。

さて、この日は「恐竜画家」CANさんもご登場し、くすのきさ
んとの共作である『6600万年前……ぼくは恐竜だったのかも
しれない』（知楽社）を朗読して下さいます。このことを店内で
宣伝していた際、4才の女の子と小1の女の子が猛烈な恐竜フ
ァンであることが分かりました。テレビの恐竜番組を、チャンネ
ル権をおじいちゃんから奪って見ているほどだそうです。CAN
さんご自身も女性ですが、先入観があった私は“いやいや、恐
竜を知ることに男も女も関係ない！”と思い直した次第です。か
つて人間より先に地球上に住んだ生物に、誰もが関心を持つ
ことは必然とも言えますね。
CANさんと同様に、『えんまのはいしゃ』（偕成社）でくすのき

さんと共作された二見正直さんもご登壇されます。この日をど
うぞお楽しみに。 (橋村孝子)

え まついのりこ

おはなし会おはなし会

12月7日(木)は世界紙芝居の日です

伊勢図書館 11:00～

小俣図書館 15:30～

紙芝居プログラムが演じられます

おはなし会

定休日
年末年始 12／31～1／3はおやすみします

定休日

営業します

営業します営業します

営業します



タイトル

二見正直

「シカものがたり」
おおなり修司・文
飯野和好・絵
絵本館 1,540円

ある立派な角をもっ
た鹿の物語。九州弁
でゆっくり読んで節を
作って…ちょっと変わ
った絵本タイムになり
そう。

大人コース

「あめ
Rain or Candy?」
作･二宮由紀子
絵・高畠純
理論社 1,650円

文を書いた、食品物理学教授
の佐藤清隆さんによると、カカオ
が今にあるのは奇跡的だったの
です！
地球の気温が低下し砂漠に覆
われた氷河期、恐竜をはじめ多

くの生物が絶滅しましたが、偶
然にも、特殊な地形のアマゾン
川周辺は奇跡的に熱帯雨林が
残りました。気温が高く雨の多
い熱帯雨林でしか自生しないカ
カオは、この地のおかげで絶滅
することなく生き延びることがで
きたのだそうです。
さて、この本では、1万年前

のカカオと人類の出会い、カカオ
からチョコレートへと変身する過
程、チョコレートの美味しさの正
体など解き明かします。junaida
さんのかわいい絵、凝った装丁
も楽しんでください。
一粒のチョコレートには、偶然の
不思議と美味しさを求めた人々
の知恵がつまっています！

（さつき）

新刊紙芝居

「ひと粒のチョコレートに」
文 佐藤清隆
絵 junaida
福音館書店 2,200円

くまのロンは手紙や小包をお届けする仕事
をしています。みんなニコニコ、嬉しそう。
さて、今日最後の手紙はロン宛です！

「プテラノドンの
そらとぶ いちにち」
竹下文子・文
鈴木まもる・絵
偕成社 1,430円

「チリンチリン ゆうびんでーす！」
脚本 かわしま えつこ
絵 土田 義晴
童心社 2,090円 12場面

もうじき厳しい冬がや
ってきます。りすやね
ずみがドングリを土に
埋めています。たぬき
のポコタは不思議に
思いました…

「ちいさな木」
角野栄子 作
佐竹美保 絵

偕成社 1,430円

動けないはずの小さな
木が自分の好きな場所
を求めて旅をするお話。
どことなく昔懐かしい海
外絵本が思い出される
絵です。

恐竜たちはどんな一
日をすごしているのか
な？翼竜プテラノドン
の巻。既刊にトリケラ
トプス、ティラノサウル
スの巻もあります。

雨？飴？どっちの話？
同じ発音なのに全然
違う展開！2つのストー
リーが同時進行。オ
マケとして英文もつ
いてます。

「ポコタのきのみ」
しもかわらゆみ
世界文化社 1,540円

「とんとんとん」
さく・え 江口ノリコ
ﾊﾟｲ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

1,540円

「ゆき」
ぶん・え こがようこ
大日本図書 1,210円

「クリスマス
マーケット」

文・絵 降矢なな
福音館書店 1,650円

「どうぶつはいはい」
たなかしん
金の星社

1,100円

「みかんのおひさま」
作・絵 真珠まりこ

ほるぷ出版 1,078円

「サンタさんは
どうやって
えんとつを
おりるの？」
マック・バーネット 文
ジョン・クラッセン 絵
いちだいづみ 訳
徳間書店 1,870円

「うらがえしサンタ」
作・苅田澄子
絵・高畠那生
佼成出版社 1,540円

「まほうのよるに」
マット・タバレス 作
まえざわ あきえ 訳
世界文化社 1,980円


